


必要なものは効率的に「つくる」、今あるものは有効に「つかう」。

スピーディーな整備、ストックの活用により
「活力ある地域づくり」「安全・快適な
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3代目萬代橋完成　日本初の日本人の手による
「空気潜函工法」で巨大な基礎を施工

新潟バイパス事業化
時代を先取りした「インターチェンジ方式」を
採用し全国第１位の交通量

7号「豊栄パーキングエリア」オープン
一般国道では全国初の道路情報業務開始

８号新潟バイパス全線開通

４９号亀田バイパス全線開通

連続雨量規制基準値緩和
７号大沢・下大鳥（１５０mm→１８０mm））

連続雨量規制基準値緩和
４９号取上（１５０mm→１８０mmm ））

７号新新バイパス全線開通

１１６号新潟西バイパス全線開通

７号柳都大橋

万代クロッシング開通

私たちは、「国土」と「交通」という幅広い分野に
おいて、道路という社会資本を通じ、
人々の生活の質の向上と活力ある
地域社会の実現に貢献します。
この使命を果たすため、いつの時代も
新しい施策に挑戦してきた
「にいこく」の伝統をふまえ、
以下の方針で運営していきます。

●効果的な道路ネットワークを築くとともに、航空、鉄道などの他の交通機関との連携を確保します。

●大切な道路資源を有効活用するため、維持管理や除雪、交通対策を積極的に進めます。

●騒音などの沿道環境問題や地球環境問題、緑化や景観向上などの環境整備に積極的に取り組みます。

●地域の皆様や関係機関など、パートナーと協力して地域づくりを進めます。

●いつも新しい思考をもち、地域をリードする情報力、ビジョン、先端技術を駆使します。

●お預かりした貴重な財源を有効に活用するため、効率的な行政の執行に努めます。

●情報を公開し、ご意見、ご質問にお答えするなど、皆様との情報共有を徹底します。
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着実な整備



まちづくり」を支援しています。
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「新国の知恵袋」運用開始
21世紀高度情報化のベースとなる
ＩＴプラットフォームを全国で初めて導入

「バス－ｉ」運用開始
パソコンや携帯電話からバスの位置を
確認するバスロケーションシステム

日本初となる高速道路を利用した
　　　　　　　料金割引実験実施　

「みちナビ新潟」リニューアル
新潟に住む人、来る人が必要とする
情報をまとめて提供するポータルサイト

連続雨量規制基準値緩和
７号大沢・下大鳥（１８０mm→２１０mm）

完成

８号三条大橋完成

４９号横雲バイパス全線開通

C O N T E N T S
管内の人口 2

地域のつながり 2

管内の交通 3

整備効果 6

事業箇所図 8

活力ある地域づくりをお手伝いします 10
一般国道7号 10

一般国道8号 12

一般国道49号 14

一般国道113号 17

一般国道116号 18

よりよい生活環境を創造します 20

交通安全事業 20

生活環境の改善 22

地域と連携した道づくり 24

安心して住める国土を実現します 26

道路の情報収集・提供 26

道路の維持修繕 28

新しい時代を見据えたさまざまな取り組みをしています 30
高速料金割引実験 30

I T S 32

広報・情報発信 34

萬代橋のあゆみ 36

萬代橋の用・強・美 37

市民からの熱い要望 38

萬代橋重要文化財指定 38

萬代橋75周年記念事業 39

道の駅 40
00

2

新たな挑戦

20022002

20032003



1万 5万

村上

新潟

長岡

小出

柏崎

上越

新川

糸魚川

六日町十日町

五泉

新発田

三条・燕

単位：千台／日

１

１

１

１ １

１

４

５
４４

３
６

１２

１０

８

２
１

１

１

１

１

２ １

１５

４

９
３１

２

６８

８７

４２

４３

１８

１９

管内の人口

2

N
IIKOK

U
2004

地域のつながり

5千 1万
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村治川村村加加治加 黒川村
関川村

中条町

荒川町

神林村

朝日村

山北町

粟島浦村

亀田町亀田町亀田町

月潟潟村潟村潟潟村
村村口村村村村村中之口村中之中 村中之 村１５０万万人万万

５０万人万

１００万人人人万

五泉市

新潟県は、関東地方とのつながりが

強く、富山県、石川県、さらに関西地方

とも、北陸自動車道によってつながっ

ています。今後は、日本海東北自動車

道や、新潟山形南部連絡道路により東

北地方との連絡を強化する必要があり

ます。

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●県間のつながり

新潟県内では新潟ブロックの拠点性が高く、高速

道路の開通等により県内のほとんどの地域とつなが

りがあります。また、各地域の中心部相互と連絡して

いる一般国道も重要な役割を果たしています。

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●県内ブロック間のつながり

※平成１１年度道路交通センサスより

※平成１１年度道路交通センサスより



管内の交通
道路行政マネジメントは事業の効果を表す指標（アウトカム指標）を用い、事業実施後の効果を検証し、検証結果

を次年度の事業に反映するシステムです。
平成１５年度より「新潟県道路行政業績計画書」を策定しており、計画実現のために着実に事業を実施していきます。
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● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●交通事故発生状況
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：１００～２００

：０～１００

巻町

新潟市

三条市

新発田市

村上市

単位(件/億台km)

新潟市の市街地部で
死傷事故が多発

死傷事故が多く発生している区間ほど
棒グラフが高くなっています。

管内全体死傷事故率：７７.７件／億台km
管内直轄国道死傷事故率：６０.２件／億台km

全国全国

９９３２３２..

東京都東京都

７７９７９７..

新潟県新潟県

７７６４６４..

新潟市新潟市

９９６２６２.. 全国平均全   ９.３２人..

長岡市長岡市

７７２７２７..

上越市上越市

８８３２３２..

新潟国道新新潟国道新
事務所管内

８８２２２２..

（人／１,０００人・年）
１０.００

８.００

６.００

４.００

２.００

０
全道路全道路

６８６８１１..

９９８８..

６５６５４４..

１０１１０１５５..

自動車専用道路動車専用道路 幹線道路幹線道路 生活道路生活道路

（件／億台km）
１２０.００

１００.００

８０.００

６０.００

４０.００

２０.００

０

高速道

延　　長長

走行台キロ

死傷事故件数数

死者数数

０％ ２０％ ４０％ ６０％ ８０％ １００％

直轄国道 補助国道 県　道 市町村道

新潟県における道路種別死傷事故率（H１４）

管内の直轄国道事故発生状況（H１４）

新潟県における交通事故の道路種別割合（H１４）

交通事故件数（人口千人当たり）（H１４）



：２０～：１０～２０：０～１００

巻町

新潟市

紫竹山IC 阿賀野川大橋

白根市

三条市

新発田市

単位(億円/km)

新潟都市圏中心都市の
「新潟市」に渋滞が集中

都市圏外縁部では、市街地幹線
道路の2車線道路で渋滞が発生

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

4

地域の渋滞状況
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※建設省（現国土交通省）『道路交通環境に関する改善要望箇所』（平成１１年秋までの実施地区での合計）

渋滞による経済損失は新潟都市圏に集中しており、

総合的な対策を講ずる必要があります。

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●県民の声

管内の直轄国道渋滞損失（H１４）

潟都市圏
％

１０％上越

他市街地
１５％

平地・山地
２

延　　長

走行台キロ

損失時間

０％ ２０％ ４０％ ６０％ ８０％ １００％

高速道 直轄国道 補助国道 県　道

道路種別渋滞損失割合（H１４）都市、市街地の渋滞損失割合（H１４）

歩道の設置、歩

段差・傾斜・勾配・舗装の改善　段 ３１％

電柱・看板類の撤去　電 １１％

視覚障害者誘導用ブロックの設置・改善　視覚障害者 ３％
街路樹の設置・改善　街 ４％道路標識・道路反射鏡・防護策の　　　 

設置・改善　１４１４％％

その他　３７％

道路について利用者が改善して欲しいと感じていること



● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

5

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●アウトカム指標一覧
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● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●歩道の整備状況

※平成１５年度新潟県道路行政業績計画書より

※平成１５年度新潟県道路行政業績計画書より

歩道が設置されている通学路

４２.５％５７.５％

歩道除雪されて
いる区間

歩道除雪されて
いない区間

昼間除雪 連続降雪後除雪

０ ５００ １,０００ １,５００ ２,０００ ３,０００

延長（km）

２,５００

通学路の歩道除雪状況

歩道が除雪されていないため車道を歩く人

除雪されていない歩道を足跡を辿って歩く人

交流・連携・
広域ネットワーク
の形成

人に優しい
道路の整備

都市機能の
向上の支援

日常生活圏の
連携強化

雪や災害に強い
道路ネットワーク

個性ある
地域形成の支援

規格の高い道路を
使う割合 

基本方針 アウトカム指標 アウトカム指標の内容 現況値（H１４）目標値（H１９）

救命救急センター
６０分圏域（参考） 

死傷事故率

バリアフリー化率

渋滞による
損失時間 

日常生活圏の
移動時間 

安心すれ違い率
(歩行者・自動車)

緊急輸送道路の
危険箇所解消率

冬期通学路歩道
確保率 

道路情報公開率
（参考） 

道路緑化延長
（参考） 

長距離の交通を規格の高い道路に分担させることは広域連携の支援だ
けでなく、渋滞緩和、交通事故の低減、沿道環境の改善に大きく寄与する
ことから、規格の高い道路の使用率の向上を指標としました。

日常生活圏の広域化により、医療、公共施設や就業する企業は日常生活
圏の中心部に集中してきていることから、日常生活圏の中心部までの移
動時間の短縮を指標としました。（中心部の１４市町村を除く９７市町村の
合計時間）

道路が２車線確保されていることは、スムーズなすれちがい、救急活動の
支援、除雪の効率化などの効果があることから、歩行者と自動車、自動車
同士が安心してすれちがいできる割合の向上を指標としました。

災害時の救援活動や物資輸送等を迅速に行うためには、緊急輸送道路の
確保が不可欠であり、災害時にこれらの道路の寸断などを未然に防ぐ必
要があることから、緊急輸送道路の危険箇所の解消を指標としました。

少子高齢化が進む中、子供や高齢者の交通事故の危険性は高くなってお
り、夏期と同様に冬期においても安全で快適な歩行空間の確保が急務と
なっていることから、冬期における通学路の確保の向上を指標としました。

道路整備などのハード面の整備だけでなく、渋滞や雪情報などを道路利
用者に提供し使いやすい道路とすることが求められていることから、渋
滞や気象情報などの公開度を参考として記載しました。

渋滞により、経済活動の停滞や沿道環境の悪化などの様々な問題が発生
していることから、渋滞による損失時間の削減を指標としました。

道路緑化などを行い、潤いと季節感のあふれる道路整備が必要となって
いることから、都市部の道路緑化に着目した指標を今後検討します。

救命救急活動の支援として、県内３施設ある第３次救命救急センターへ６
０分以内に到着できる市町村数を参考として記載しました。

新潟県内の交通事故件数は年々増加傾向にあり、早急な交通事故対応が
必要なことから死傷事故の低減を指標としました。

児童・生徒や高齢者、障害者が安全でいきいきと生活できる社会づくりが
必要となっていることから、主要な地区のバリアフリー化の向上を指標と
しました。

１４.７% １５.９%

８７市町村

２９.５% ７０.０%

５１.９件/
億台㎞ 

４９.９件/
億台㎞ 

７,２６０万時間/年
（２,２００億円/年）

７,０２０万時間/年
（２,１２０億円/年）

２,７７０分 ２,６７０分

６７.９% ７０.５%

５０% ６５%

５７.５% ６２.７%

３１%

７２２㎞



整備効果

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
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三条拡幅の整備効果
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栄　町

三　条　市

北陸自動車道

三条大橋

西本城寺

樋場

猪子場

Ｌ＝463.0m

三条小橋
Ｌ＝42.7m

三条燕IC

大島

上須頃

直江

石上

至 

新
潟

至 下田

至 吉田

JR弥
彦線

燕三条駅

燕駅

下須頃
石
上
大
橋

ＪＲ上越新幹線

三条拡幅　L=6.1km

平成7年度完成供用
L=1.8km

平成8年度
4車線供用
L=0.9km

昭和63年度
4車線供用
L=0.75km

平成15年度
三条大橋
完成供用
L=1.05km

自
　

三
条
市
大
島

至
　

三
条
市
土
場

至 

長
岡

燕 市

上須頃交差点

三条大橋西詰交差点

T'99＝28,300台/日 瑞
雲
橋

中

ノ
口
川→

信
濃
川 →

一般国道８号三条市上須頃～直江地区の三条大橋

を含む前後１.０５ｋｍ区間の４車線化（平成１５年１２月４

日）が完了し、その後の交通状況を調査しました。

その結果、交通容量が増加したため交通混雑が解

消されました。

〈拡幅による効果〉
●三条大橋の2車線のボトルネックを解消

●国道８号の通勤時間帯の慢性的な渋滞を解消

●三条市街地内の通過交通が減少

●国道８号は交通量が増加したにもかかわらず渋滞

が減少

栄　町

三　条　市

北陸自動車道

三条
大橋

三条燕IC

至 

新
潟

至 下田

J
R
弥
彦
線

燕三条駅

石
上
大
橋

ＪＲ上越新幹線

最大渋滞長
1,050m

最大渋滞長
1,100m

至 

長
岡

燕 市

上須頃交差点

大野畑交差点 瑞
雲
橋

信
濃
川 →

4車線拡幅事業による渋滞の緩和

通勤時間帯（７：００～１９：００）の旅行速度が向上

拡幅前の交通状況（新潟方面から上須頃交差点方向）

拡 幅 前

栄　町

三　条　市

北陸自動車道

三条
大橋

三条燕IC

至 

新
潟

至 下田

J
R
弥
彦
線

燕三条駅

石
上
大
橋

ＪＲ上越新幹線

最大渋滞長
160m

最大渋滞長
90m

至 

長
岡

燕 市

上須頃交差点

大野畑交差点
瑞
雲
橋

信
濃
川 →

拡幅後の交通状況（新潟方面から上須頃交差点方向）

拡 幅 後

拡 幅 前 拡 幅 後

■
▼

拡幅前

806040200
単位：万時間／年

※（　　）内は渋滞損失額（億年／年）

拡幅後後

68（8 25）

29（9 10） 約57％減少

渋滞損失時間（額）の軽減
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横越交差点

亀
田
駅

亀
田
バイパ

ス

亀　田　町

横　越　町

阿 賀 野 市

新　津　市

横雲橋

茅野山IC

城所IC

Ｊ
Ｒ
信
越
本
線

亀田町
総合運動公園

至
　

亀
田
町
城
所

至 

新
潟

自
　

京
ヶ
瀬
村
下
黒
瀬

横越

亀田町役場

至 

福
島

木津IC 新横雲橋 L=995m

横雲バイパス　L=6.2km

平成16年3月供用
L=2.9km

平成7年供用
L=3.3km

小阿賀野
川

T'99＝25,500台/日

T'99＝14,900台/日

水原バ
イパス

↑
阿
賀
野
川

→

旧

阿賀野市下黒瀬と中蒲原郡亀田町城所とを結ぶ一

般国道４９号「横雲バイパス」が全線開通（平成１６年３

月１８日）し、その後の交通状況を調査しました。

その結果は、上郷交差点の渋滞がほぼ解消するな

ど予測通りの結果となりました。

〈開通による効果〉
●横越町市街地部の交通量が半減

●上郷交差点の渋滞がほぼ解消

●下黒瀬交差点～城所IC間の最大通過時間が短縮

●渋滞損失低減時間（年間）がほぼ半減

横越交差点

亀
田
駅

亀
田
バイパ

ス

亀　田　町

横　越　町

旧
阿 賀 野 市

横雲橋

茅野山IC

茅野山交差点

城所IC

Ｊ
Ｒ
信
越
本
線

亀田町
総合運動公園

至 

新
潟

亀田町役場

至 

福
島

木津IC

新横
雲橋

小阿賀野
川

水原バ
イパス

↑
阿
賀
野
川→

上郷交差点曙町2丁目
交差点

今回開通区間

最大渋滞長
2,180m

最大渋滞長
1,070m

最大渋滞長
560m

最大渋滞長
530m

バイパス開通による渋滞の緩和

60km/h

旅行速度

50km/h

40km/h

30km/h

20km/h

10km/h

城
所
IC

下
黒
瀬

  

交
差
点

袋
津
交
差
点

横
越
交
差
点

上
黒
瀬
交
差
点

横
雲
橋
西
詰

　
　
交
差
点

横
雲
橋
東
詰

　
　
交
差
点

0 1 2 3 4 5 6 7（km）

開通前のピーク時旅行速度

開通後のピーク時旅行速度

13.9

44.5 

18.7

31.4

46.9

33.6

48.8

39.2 38.5

23.9

47.5

25.2

54.6

50.6

32.5

約20km/h
アップ

朝の通勤時間帯（７：００～８：００）の旅行速度が向上

開通前

403020100
単位：万時間／年

※（　　）内は渋滞損失額（億年／年）

開通後後

36（6 11）

17（7 5） 約50％減少

渋滞損失時間（額）の軽減

開通前の交通状況（新潟方面から上郷交差点方向）

開 通 前

横越交差点

亀
田
駅

亀
田
バイパ

ス

亀　田　町

横　越　町

阿 賀 野 市

横雲橋

茅野山IC

茅野山交差点

城所IC

Ｊ
Ｒ
信
越
本
線

亀田町
総合運動公園

至 

新
潟

亀田町役場

至 

福
島

木津IC

新横
雲橋

小阿賀野
川

水原バ
イパス

↑
阿
賀
野
川→

上郷交差点曙町2丁目
交差点

今回開通区間

最大渋滞長
1,800m

最大
渋滞長
410m

最大渋滞長
150m

最大渋滞長
130m

最大渋滞長
170m

最大渋滞長
300m

旧

開通後の交通状況（新潟方面から上郷交差点方向）

開 通 後

■
▼



巻バイパス

白根バイパス

三条拡幅
さん  じょう

新潟西バイパス

まき

しろ　ね

にい  がた  にし

黒埼拡幅

学校町交差点改良

柳都大橋

亀田バイパス
かめ　 だ

新潟地区交通対策

くろ　さき

がっ   こう  ちょう

りゅう　と　おお   はし

にい　がた

戸頭舗装修繕
と   がしら

保坂舗装修繕
ほ　さか

萬代橋歩道改修

明石自歩道（バリアフリー）
L=900m

富永交差点改良
L=400m

中山田交差点改良
L=400m

法花堂自歩道

とみ  なが

ほっ    け　どう

L=1,500m

坂井・小針電線共同溝

ばん　だい

礎自歩道（バリアフリー）
L=280m

いしずえ

万代自歩道（バリアフリー）
L=750m

ばん　だい

あか　し

なか   やま　だ

田島交差点改良
L=300m

た　 じま

小瀬交差点改良
L=120m

こ　  ぜ

さか　い こ　ばり

青山舗装修繕
あお  やま

西川舗装修繕
にし   かわ

日　　

北

陸
自
動
車 道

磐
越
自
動
車
道三条燕IC

巻潟東IC

新潟西
IC新潟西バイパス

新潟
中央IC

新津IC

安田IC

新潟
亀田IC

新潟
空港IC

日本海 東 北
自動車道

五泉市
ご　せん　し

阿
賀
野
川

信
濃
川

新
潟
空
港

新
潟
西
港

あ
　
が
　
の
が
わ

し
な
の
が
わ

に
い
が
た
く
う
こ
う

に
い
が
た
に
し
こ
う

新 潟市

亀田町

横越町

豊栄市

にい　がた　し

かめ  だ  まち

よこ　ごし　まち

とよ　さか 　し

関
屋
分
水
路

せ
き
や
ぶ
ん
す
い
ろ

村 松町
むら　まつ　まち

信

中

濃

川

ノ
口
川

し
な

な
か

の

が
わ

の

く
ち

が
わ

白 根市味方村潟東村

月潟村

西川町

しろ　  ね　  し

中之口村

あじ　かた　むら
かた  ひがし  むら

つき　がた　むら

にし　かわ　まち

なか  の  くち  むら

巻 　町

燕　市
寺泊町

吉田町

弥彦村

分水町

岩室村

まき　　　  まち

つばめ　　　 し

てら  どまり  まち

よし　 だ　 まち

や　ひこ　むら

ぶん　すい　まち

いわ　むろ　むら
大
河
津
分
水
路

お
お
こ
う
ず
ぶ
ん
す
い
ろ

加 茂市

下田村

田上町

三条市
か　　も　　し

した　だ　 むら

た　がみ　まち

さん　じょう　し

栄 　町

小須戸町
こ　す　ど　まち

さかえ　　　まち

新 津市
にい　つ　  し

佐 渡 市
さ　　ど　　し

至
　

上
越

事業箇所図
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新新バイパス

水原バイパス

横雲バイパス（H15全線開通）

松浜橋上流橋（権限代行）

おう   うん

まつ   はま   ばし 新発田拡幅

しん   しん

し　  ば　  た

山北改良（羽越河川国道）
さん  ぽく

荒川道路（羽越河川国道）
あら   かわ

鷹ノ巣道路（羽越河川国道）
たか    の 　す

安田バイパス

揚川改良

すい　ばら

やす　だ

あげ　かわ

中条黒川バイパス（羽越河川国道）
なか  じょう  くろ    かわ

常浪橋橋梁修繕（床版打替）
とこ　なみ　ばし

花立橋橋梁修繕（耐震補強）
はな　だて　ばし

三郷地区法面対策
み　 さと

津川舗装修繕
つ　がわ

見返大橋橋梁修繕（耐震補強）
み   かえり  おお  はし

栄山雪崩防止柵設置
さかえ  やま

本尊岩落石対策
ほん　ぞん　いわ

姥ヶ橋電線共同溝  L=900m

飯森杉堆雪幅確保

うば　が　ばし

いい　もり　すぎ

下坂町交差点改良
L=300m

早稲田自歩道
わ　  せ　  だ

おお　 す　 ど

L=1,000m

大須戸除雪ステーション造成

府屋大橋橋梁補修（塩害補修）
ふ　  や

しも   さか   まち

　　本　　　　海

三川IC

津川IC

豊栄新潟東港IC

  村上IC
（仮称）

聖籠
新発田IC

  朝日IC
（仮称）

村上市

朝日村

山北町

むら　かみ 　し

あさ　 ひ　 むら

さん　ぽく　まち

  荒川IC
（仮称） 荒川町 神林村

あら　かわ　まち かみ  はやし  むら

荒
川

三
面
川

あ
ら
か
わ

み
お
も
て
が
わ

加治川村
か　じ　かわ むら

新発田市
し　ば　た　し

阿賀野市
あ　が　の　し

関 川村
せき　かわ　むら

黒 川村
くろ　かわ　むら

  中条IC
紫雲寺町
し　うん　じ　まち

中 条町
なか  じょう  まち

胎
内
川

た
い
な
い
が
わ

聖 籠町
せい　ろう　まち

新
潟
東
港

に
い
が
た
ひ
が
し
こ
う

加
治
川

か
　
じ
　か
わ

三 川村

鹿瀬町

津川町上川村

み　 かわ　むら

かの　せ　まち

つ　 がわ　まち
かみ　かわ　むら
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凡　　　例

一般国道（直轄指定区間）
一般国道（県管理区間）
高速自動車国道

交通安全
電線共同溝
沿道環境改善
修　　繕
防　　災
雪　　寒

平成16年度事業箇所



一般国道7号
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一般国道７号は、新潟市を起点とし、山形県、秋田県を経て青森市にいたる日本海側を縦貫する
主要幹線道路です。新潟県内においては、新潟市、新発田市、村上市等の諸都市相互の交流を支える
幹線道路として重要な役割を果たしています。

〈事業の進捗〉平成５年度 事業化
平成７年度 用地着手
平成１０年度 工事着手
平成１４年５月 柳都大橋　暫定４車線供用

万代島～秣川岸間暫定４車線供用

昨年度は、秣川岸通～東堀通間の用地取得を推進しました。
今年度は、秣川岸通～東堀通間の用地取得の完了を目指します。

供用後の柳都大橋

（街路部）

（橋梁部 完成）

10.505.000.50 1.50 1.50 10.50 1.501.50 5.00 0.503.00

40.00

信　　濃　　川

6.5 6.5 6.54.00 4.000.75 0.750.750.756.5 3.00

40.00

信　　濃　　川

35.5

5.0 1.5 2.0 1.5 5.02.07.0 7.04.5

新潟市東堀前通１０番町～同市万代島

１.３ｋｍ
橋梁部５.０-１.５-１.５-１０.５-３.０-１０.５-１.５-１.５-５.０（４０.０m）
街路部５.０-１.５-２.０-７.０-４.５-７.０-２.０-１.５-５.０（３５.５m）
第３種第１級、設計速度６０km/h
第４種第１級、設計速度６０km/h

起点・終点

延　　長

幅　　員

構造規格

柳都大橋は、平成４年９月に都市計画決定された万代島ルート線のうち

信濃川を横断する区間です。万代島ルートは新潟市中心部と新潟バイパ

スを結ぶ幹線ルートです。

柳都大橋は、新潟市街の各橋梁部の渋滞の緩和と万代島再開発の支

援を目的としています。

標準断面
（橋梁部 開通時）

活力ある地域づくりをお手伝いします。
快適で活力ある自立的な地域社会の形成を図るため、地域の連携を強化する道路整備、
交通渋滞を解消するバイパスの整備等を行います。
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〈事業の進捗〉
昭和４６年度 事業化
昭和４７年度 用地着手
昭和５２年１０月 海老ケ瀬～競馬場間　暫定２車線供用
昭和５６年１２月 競馬場～東港間　　　暫定２車線供用
昭和６１年１０月 海老ケ瀬～競馬場間　完成４車線供用
平成元年９月 競馬場～蓮野間　　　完成４車線供用
平成元年９月 蓮野～新発田間　　　暫定２車線供用
平成６年１１月 聖籠IC立体化　　　　暫定２車線供用
平成１４年５月 蓮野～新発田間　　　完成４車線供用

昨年度は、新発田ＩＣの立体化を図るための用地取得を推進す
るとともに、新発田ＩＣ橋下部工事に着手しました。
今年度は、新発田ＩＣ関連の用地取得を完了するとともに、新発
田ＩＣ橋下部工事を推進します。

新発田ICから新潟方向を望む

20.50

2.00 7.00 2.50 2.007.00

標準断面

3.50 3.50 3.50 3.501.25 1.25
8.75

20.39
8.75

0.45 0.450.50 0.50

（橋梁部）

起点・終点 新潟市海老ケ瀬～新発田市奥山新保

延　　長 １７.２km

幅　　員 本線２.０-７.０-２.５-７.０-２.０（２０.５m）

構造規格 第３種第１級、設計速度８０km/h

新新バイパスは、新潟市～新発田市間の増加する交通量を支えるた

めに、新潟市街部の主要幹線である新潟バイパスと連結し、北陸自動

車道、日本海東北自動車道、新潟西バイパスへとつながる新潟都市圏

の骨格道路として計画され、安全かつ円滑な交通を確保するとともに、

沿線地域の振興、活性化を図ることを目的としたバイパスです。

● ● ●● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●新
し

発
ば

田
た

拡幅

新発田市の市街地部においては、沿道地域の活発な開発や、通過交通によ

る交通量の増加により慢性的な交通渋滞が生じています。

新発田拡幅は、このような慢性的な交通渋滞を緩和するための４車線化

事業です。あわせて沿線地域の振興活性化を図ることを目的としています。

標準断面（奥山新保～島潟）
33.00

5.50 2.00 7.00 4.00 5.502.007.00

（島潟～三日市）
28.00

3.50 2.00 7.00 3.00 2.007.00 3.50

舟入交差点から終点方向を望む

〈事業の進捗〉平成３年度 事業化
平成６年度 用地着手
平成１５年３月 三日市交差点立体化

今年度は、昨年度に引き続き舟入地区～中曽根地区の用地取得を推
進します。

新発田市奥山新保～同市三日市

５.８km
奥山新保～島潟５.５-２.０-７.０-４.０-７.０-２.０-５.５（３３.０m）
島潟～三日市 ３.５-２.０-７.０-３.０-７.０-２.０-３.５（２８.０m）
第４種第１級、設計速度６０km/h
第３種第１級、設定速度８０km/h

起点・終点

延　　長

幅　　員

構造規格



一般国道8号
一般国道８号は、新潟市を起点とし、富山・石川・福井・
滋賀の４県を通過し、京都市にいたる主要幹線道路です。
新潟県内においては、北陸自動車道を補完し、関西およ
び関東方面からの交通を受け持つとともに、新潟市、長岡
市、上越市等の主要都市相互および沿線諸都市相互の交
流を支える幹線道路として重要な役割を果たしています。

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
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紫竹山ＩＣから桜木ICを望む

〈事業の進捗〉昭和６１年度　事業化
※新潟バイパスの事業経緯
昭和４１年度　　事業化
昭和４２年度　　用地及び工事着手
昭和４８年１１月 全線暫定２車線供用
昭和６０年１２月 全線完成６車線供用

昨年度は、新潟バイパス弁天ＩＣ（仮称）新設の用地取得
を推進しました。
今年度は、弁天IC（仮称）新設の工事に着手、供用を目指
します。また、竹尾ICの改良工事に着手し、完成を図ります。

北蒲原郡聖籠町藤寄～新潟市下山田

２１.８km
本　線１.２５-１０.５-３.０-１０.５-１.２５（２６.５m）
〃　２.０-７.０-２.５-７.０-２.０（２０.５m）

第３種第１級、設計速度８０km/h

起点・終点

延　　長

幅　　員

構造規格

標準断面

20.50

2.00 7.00 2.50 2.007.00

26.50
1.25 10.50 3.00

3.003.00

1.2510.50

新潟バイパスは新潟市街地の南側を通過し、一般国道７、８、４９号

等の広域幹線道路を有機的につなぎ、新潟市に集中する交通を円滑

に処理する重要な役割を果たしています。

昭和４８年の全線供用開始以来、３０年近くが経過していますが、市街

化やモータリゼーションの進展に伴い交通量が増大しています。

このため、新潟バイパス及び新新バイパスの交通の円滑化を図るこ

とを目的とした事業を行っています。

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●黒
く ろ

埼
さ き

拡幅

黒埼地区では近年の急速な自動車交通の増大並びに沿線の急速

な開発に伴い、慢性的な交通渋滞が生じています。

このため、４車線化を行うことにより円滑な交通の確保を目的として

います。

標準断面
22.00～23.50

2.00～3.002.50 1.00～1.25 6.50 2.501.00～1.256.50

2.50

28.00

橋梁中心位置

3.50 3.501.25 1.257.00 7.000.50 0.50 0.500.50

工事が進む大野大橋

大野大橋断面図

〈事業の進捗〉昭和４７年度 事業化
昭和４７年度 用地着手
昭和４９年度 工事着手
昭和５２年３月 山田地区暫定４車線供用

大野・善久地区完成４車線供用
平成５年１２月 山田地区一部完成４車線供用

昨年度は、大野大橋の下部工事を完成させ、上部工事及び下
塩俵地区の用地取得を推進しました。
今年度は、大野大橋上部工事及び前後区間の改良工事を推進
します。

新潟市下山田～白根市下塩俵

４.１km
山田～善久２.５-１.２５-６.５-３.０-６.５-１.２５-２.５（２３.５m）
善久～大野２.５-１.０-６.５-２.０-６.５-１.０-２.５（２２.０m）

第４種第１級、設計速度６０km/h

起点・終点

延　　長

幅　　員

構造規格



● ● ●
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● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

28.00

3.007.00 7.002.00 2.003.50 3.50
暫定時

完成時

標準断面
白根バイパス終点部から新潟方向を望む

〈事業の進捗〉平成３年度　事業化
平成９年度　用地着手
平成１２年度　工事着手

今年度は、昨年度に引き続き七軒～戸頭間の設計協議及び用
地取得を推進するとともに、古川地区の用地買収に着手します。

白根市保坂～同市戸頭

５.９km

３.５-２.０-７.０-３.０-７.０-２.０-３.５（２８.０m）

第３種第１級、設計速度８０km/h

起点・終点

延　　長

幅　　員

構造規格

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●白
し ろ

根
ね

バイパス

白根市内では交通の渋滞・騒音・振動・交通事故など生活環境に与

える悪影響及び冬期除雪障害などの問題が発生しています。

このため、市街地を迂回するバイパスによりこれらの問題を解消し、

主要幹線道路としての機能充実を図り、都市の発展に寄与することを

目的としています。

供用後の三条大橋

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●三
さ ん

条
じょう

拡幅

三条地区の一般国道８号においては、北陸自動車道（三条燕IC）と上

越新幹線（燕三条駅）の高速交通体系の整備、須頃郷地区土地区画

整理事業による土地利用の活性化等によって、沿道周辺の市街化が急

激に進み域内交通の増加による交通渋滞が慢性的に生じていました。

三条拡幅は、このような慢性的交通渋滞を緩和するため、４車線に

拡幅する事業を行ってきたものです。

三条大橋断面

3.00 7.00 7.00

26.30

0.50
0.501.250.40 0.501.00

0.50
3.001.25 0.40

28.00

3.50 2.00 7.00 3.00 3.502.007.00

標準断面（上須頃～直江町）

〈事業の進捗〉昭和４９年度 事業化
昭和５２年度 工事着手
昭和５３年度 用地着手
昭和６３年度 下須頃地区暫定４車線供用
平成７年度 直江地区完成４車線供用
平成８年度 上須頃地区暫定４車線供用
平成１５年度 下須頃～土場地区完成４車線供用

昨年度は、三条大橋を含む延長１.１kmの完成４車線供用を図り
ました。

三条市大島～同市土場

６.１km
大島～上須頃 ６.０-２.０-１０.５-３.０-１０.５-２.０-６.０（４０.０m）
上須頃～直江町３.５-２.０-７.０-３.０-７.０-２.０-３.５（２８.０m）
直江町～土場 ２.０-７.０-３.０-７.０-２.０-３.５（２４.５m）

第４種第１級、設計速度６０km/h

起点・終点

延　　長

幅　　員

構造規格



一般国道49号

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
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三川村白川から津川町津川を望む

急峻な岩盤斜面と阿賀野川に挟まれた
一般国道４９号

標準断面 （橋梁部）

3.50 3.50 1.251.25
（2.00） （2.00）

12.0（13.5）

0.60 0.40

※（　）は橋長100m未満

2.50

（トンネル部）

3.50

10.50

4.
70

2.
00 2.
503.50 0.500.50

0.75
2.50

〈事業の進捗〉昭和５３年度 事業化
昭和６３年１２月 谷花地区２車線供用
平成１１年度 工事着手

昨年度は、津川町西・赤岩地区の用地取得を推進するとともに、赤岩橋下
部工事を完成し、上部工事に着手しました。
今年度は、引き続き用地取得を推進するとともに、赤岩橋上部工事の完成
を図ります。

東蒲原郡津川町津川～同郡三川村白川

７.５km

２.０-３.５-３.５-２.０-２.５（１３.５m）

第３種第２級、設計速度６０km/h

起点・終点

延　　長

幅　　員

構造規格

一般国道４９号は福島県いわき市を起点とし新潟市にいたる本州を横断する主要幹線道路です。新潟県内におい
ては、磐越自動車道を補完し、東北および関東方面からの交通を受け持つとともに、沿線町村相互および新潟市と
の交流を支える幹線道路として重要な役割を果たしています。

津川町～三川村間は、阿賀野川沿いに走る観光ルートとして、近年交通量が増加しています。当該地区の一般国道４９号は、阿賀野

川、JR磐越西線や地形的状況から、線形が悪く、幅員が狭小であり、また、落石崩壊などの危険性があるため、一般通行規制（連続

降雨１５０mm）に指定されています。

揚川改良は、このような危険箇所を対岸に回避し、円滑で安全な交通を確保することを目的としています。



● ● ●
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● ● ●

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●安
や す

田
だ

バイパス

安田バイパスは阿賀野市街地部の交通混雑緩和等のため、昭

和５２年度より着手し、昭和６０年度に阿賀野市六野瀬から寺社ま

での４.３km区間を暫定供用しました。

残りの１.３km区間は沿線の「新潟県東部産業団地」を支援し、

地域の発展に寄与することを目的にバイパス化を図ります。

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●水
す い

原
ば ら

バイパス

阿賀野市寺社から同市下黒瀬間は、市街化等により交通混雑、交通

事故、都市機能の低下、沿道環境の悪化等が問題となっています。

水原バイパスはこれらの問題の解消を図り、あわせて「新潟県東部産業

団地」や「総合運動公園」等の開発計画を支援し、沿線地域の発展に寄

与することを目的としています。

安田バイパス終点から起点方向を望む

標準断面

暫定時

完成時

28.00

7.002.00 2.006.002.50 6.00 2.50

〈事業の進捗〉昭和５２年度 事業化
昭和５４年度 用地着手
昭和５６年度 工事着手
昭和６０年度 阿賀野市六野瀬～同市寺社間

暫定２車線供用

今年度は昨年度に引き続き、阿賀野市寺社地区の改良工事
を推進するとともに、埋蔵文化財発掘調査に着手します。

阿賀野市六野瀬～同市寺社

５.６km

本線４車３.５-２.０-７.０-３.０-７.０-２.０-３.５（２８.０ｍ）

第３種第２級、設計速度６０km/h
及び第３種第１級、設計速度８０km/h

起点・終点

延　　長

幅　　員

構造規格

（阿賀野市六野瀬～同市寺社）

28.00

3.007.00 7.002.00 2.003.50 3.50

（阿賀野市寺社）

〈事業の進捗〉平成１２年度 事業化
平成１５年度 用地着手

今年度は昨年度に引き続き、設計・協議及び、阿賀野市堀越地区
の用地取得を推進するとともに、下黒瀬地区の用地取得に着手します。

水原バイパス終点から起点方向を望む

暫定時

完成時

21.00

2.00 7.00 3.00 2.007.00

標準断面（高盛土部　国道460号～終点）

起点・終点 阿賀野市寺社～同市下黒瀬

延　　長 ８.１km

幅　　員 高盛土部２.０-７.０-３.０-７.０-２.０（２１.０m）
低盛土部３.５-２.０-７.０-３.０-７.０-２.０-３.５（２８.０m）

構造規格 第３種第１級、設計速度８０km/h

28.00

3.007.00 7.002.00 2.003.50 3.50

（低盛土部　起点～国道460号）



〈事業の進捗〉昭和４２年度 事業化
昭和４４年度 用地着手
昭和４５年度 工事着手
昭和４９年１０月 全線２車線暫定供用
昭和５８年１１月 茅野山～紫竹山間４車線供用
平成２年度 環境対策着手
平成１０年度 鵜ノ子IC立体化着手
平成１３年度 鵜ノ子IC橋供用

昨年度は、城所高架橋の下部補強工事に着手するととも
に、茅野山地区の用地取得を推進しました。
今年度は引き続き茅野山地区の用地取得を推進すると
ともに、城所高架橋の下部補強工事を完成させ上部工事
に着手します。

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
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7.007.00
3.00

2.002.00

21.00

暫定時

完成時

横越から亀田を望む

21.00

2.00 7.00 3.00 2.007.00

19.50

1.25 7.00 3.00 1.257.00

標準断面

（茅野山～城所）

（紫竹山～茅野山）

横越～阿賀野市下黒瀬間は、道路幅員が狭く、人家連担部を通過

するため、交通渋滞、交通事故、降雪時の交通障害等交通環境の悪

化が問題となっています。

横雲バイパスは、これらの問題を解消し、現道を地域の生活道路

として機能を回復させる他、亀田バイパスと一体となって、新潟都市

圏の拡大と発展に寄与することを目的としたバイパスです。

〈事業の進捗〉昭和６１年度 事業化
昭和６２年度 用地着手
平成元年度 工事着手
平成７年度 下黒瀬～横越間暫定２車線供用
平成１５年度 全線暫定２車線供用

昨年度に、横越町横越～亀田町城所間の舗装工事を完成し、全
線暫定２車線供用を図りました。

起点・終点 阿賀野市下黒瀬～中蒲原郡亀田町城所

延　　長 ６.２km

幅　　員 本線２.０-７.０-３.０-７.０-２.０（２１.０m）

構造規格 第３種第１級、設計速度８０km/h

起点・終点 中蒲原郡亀田町城所～新潟市紫竹山

延　　長 ６.９km（袋津～城所間を除く）

幅　　員 城所～茅野山　　 ２.０-７.０-３.０-７.０-２.０（２１.０m）
茅野山～紫竹山本線１.２５-７.０-３.０-７.０-１.２５（１９.５m）

構造規格 第３種第１級、設計速度８０km/h

24.50

3.00 7.007.002.50 2.50

1.25 1.25

標準断面 （橋梁部）

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●亀
か め

田
だ

バイパス

茅野山ICから
阿賀野市方向を望む

亀田バイパスは、新潟市と４９号沿線市町村とを結ぶ新潟都

市圏の骨格道路として、交通量の増加に対応し、安全かつ円

滑な交通の確保と、沿道地域の振興を図ることを目的とした

バイパスです。
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一般国道１１３号は、新潟市から福島県相馬市に至る広域ネットワークの一部を形成する幹線道路で
あるとともに、新潟市内では一般国道７号と機能を分担し都心地区～新潟西港～新潟空港～新潟東港
との連携を強化する役割を担っています。

新潟市津島屋～同市名目所

３.１km
盛土部４.５-５.５（１０.０ｍ）＋２.０-７.０-３.０-７.０-２.０（２１.０m）＋５.５-４.５（１０.０ｍ）
橋梁部３.５-１.２５-７.０-３.０-７.０-１.２５-３.５（２６.５m）

第３種第１級、設計速度６０km/h

21.00

10.0010.00

3.001.50 5.50

2.00 7.00 3.00 2.007.00

暫定時

完成時

阿賀野川大橋付近から河口を望む

〈事業の進捗〉平成１３年度 新規事業化（権限代行）
平成１５年度 用地着手

今年度は、昨年度に引き続き設計・協議を推進し、西
名目地区の用地取得を推進するとともに、津島屋地区の
用地取得に着手します。

起点・終点

延　　長

幅　　員

構造規格

標準断面
26.50

3.501.25 1.257.00 3.00 3.507.00

（橋梁部）

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●松
ま つ

浜
は ま

橋
ば し

上流橋

新潟市津島屋～名目所間では交通容量の不足、線形不良等により

交通混雑、交通事故の発生などの問題が生じています。また、阿賀野

川断面では、交通量の増加により慢性的な交通渋滞が発生しており、

一般国道１１３号松浜橋左岸及び、一般国道７号阿賀野川大橋右岸に

主要渋滞ポイントが存在しています。さらに周辺では、新潟東港のＦＡ

Ｚ（輸入促進地域）など各種開発プロジェクトが進行しており、これら整

備によって交通需要の増大が予想されます。

松浜橋上流橋は、国道１１３号の機能強化を図るとともに、阿賀野川

断面の交通容量の向上を図り各種開発プロジェクトを支援する道路

です。



一般国道116号

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
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巻
ま き

バイパス
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〈事業の進捗〉平成元年度　事業化
平成４年度　用地着手
平成７年度　工事着手

昨年度は、潟頭地区の用地取得を推進するとともに、
赤鏥～中郷屋間の改良工事を推進しました。
今年度は、潟頭地区の用地取得を完了するとともに
赤鏥～中郷屋の改良、舗装工事を推進し、暫定２車線
供用を図ります。

西蒲原郡巻町下和納～同町中郷屋

４.９km

本線２.０-７.０-３.０-７.０-２.０（２１.０m）

第３種第１級、設計速度８０km/h

起点・終点

延　　長

幅　　員

構造規格

一般国道１１６号は、柏崎市を起点とし新潟市にいたる主要幹線道路です。北陸自
動車道を補完し、新潟市と沿線市町村および沿道市町村相互の交流を支える幹線
道路として重要な役割を果たしています。

巻地区は道路幅員が狭いため、交通渋滞や交通事故が発生してい

ます。また、冬期の交通確保に大きな障害となっています。

巻バイパスは、これらの問題を解消し、主要幹線道路としての機能回

復を図るとともに、通過交通を市街地から排除し、都市の発展に寄与

することを目的としたバイパスです。

標準断面

7.007.00 3.00 2.002.00

21.00 暫定時

完成時

巻バイパス終点から柏崎方向を望む



● ● ●
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● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●新
に い

潟
が た

西
に し

バイパス

西新潟地区は、近年の市街化の進展、交通需要の増加に伴っ

て慢性的な交通渋滞が生じています。

この交通渋滞に対処するためには、これまで新潟市中心部を通

過していた、柏崎方面と新発田及び新津方面を結ぶ交通を新潟

市中心部から迂回させることが必要です。

新潟西バイパスは、一般国道１１６号と新潟バイパスを連結し、

交通渋滞を緩和することを目的としたバイパスです。

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●学
が っ

校
こ う

町
ちょう

交差点改良

新潟市学校町付近の交通量は、年々増加し、著しい交通渋滞

が発生しています。また、クランク形態の道路であるため自動車の

走行性が悪く、交通事故が多い地区となっています。

これらの問題を解消するため、ミニバイパスの整備を行い、交

通事故を防止し、交通渋滞を緩和することを目的としています。

〈事業の進捗〉昭和５８年度 事業化
昭和５９年度 用地着手
昭和６０年度 工事着手
平成元年３月 小新～新潟西間完成４車線供用
平成２年１０月 亀貝～小新間暫定２車線供用
平成４年１１月 新潟西～黒埼間完成４車線供用
平成７年１２月 高山～亀貝間暫定２車線供用
平成１０年３月 曽和～高山間暫定２車線供用
平成１２年１２月 亀貝～小新間完成４車線供用
平成１３年３月 高山～亀貝間完成４車線供用

昨年度は、新潟西ＩＣの改良の用地取得及び改良工事を推
進しました。
今年度は、新潟西IC改良工事を推進し、完成供用を図ると
ともに曽和～高山間の改良、橋梁工事を推進します。

起点・終点 新潟市曽和～同市下山田

延　　長 ８.６km

幅　　員 ２.０-７.０-３.０-７.０-２.０（２１.０m）

構造規格 第１種第３級、設計速度８０km/h

新潟西ＩＣから起点方向を望む

21.00（完成）

3.00 7.00 2.007.002.00

標準断面

学校町交差点改良

22.00
1.00 0.500.503.50 6.50 6.50 3.50

標準断面

〈事業の進捗〉昭和６３年度 事業化
平成元年度 用地着手
平成元年度 工事着手
平成元年度 学校町地区完成供用

今年度は、昨年度に引き続き用地取得を推進し完了させ

るとともに、改良工事に着手します。

起点・終点 新潟市学校町通２番町～同市学校町通１番町

延　　長 ０.４km

幅　　員 ３.５-０.５-６.５-１.０-６.５-０.５-３.５（２２.０m）

構造規格 第４種第１級、設計速度６０km/h



交通安全事業
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● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●安全運転の確保―交通事故減少・渋滞解消を目指します。
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● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●自転車歩行者道路の整備―誰もが歩きやすい道を整備しています。

歩行者が道路を横断する際の安全性を考慮した交差点改良や、

右折レーンを設置し渋滞を緩和します。

一般国道７号における栗の木橋交差点では、左折フリーの専用

車線を取り除くことで歩行者の安全確保を図っています。

今年度は、

Ｒ７ 下坂町交差点改良

Ｒ８ 中山田交差点改良

Ｒ１１６ 小瀬交差点改良

Ｒ１１６ 田島交差点改良

Ｒ１１６ 富永交差点改良

を推進します。

交通事故を引き起こす可能性がある箇所に対して、接近する対

向車・障害物・路面情報等をドライバーにリアルタイムに提供する

ことによって、事故防止を図ります。

〈交通安全・交通渋滞のための交差点改良〉

〈事故危険箇所の警戒標識、視線誘導灯の整備〉

〈低床バスに合わせた歩道の整備〉
車椅子の人がスムーズな乗り降りができるように、

縁石の高さを低くすることにより、利用しやすいバス

停とします。

〈視覚障害者誘導ブロックの整備〉
視力の弱い人に対して、歩道に凹凸や色をつける

ことによって、安全に目的の場所まで誘導しています。

〈歩道の幅員、段差、勾配の整備〉
車椅子の人が利用しやすくなるよう、歩道幅を広く

したり、段差、勾配を解消します。

今年度は、

Ｒ７ 礎自歩道

Ｒ７ 万代自歩道

Ｒ７ 明石自歩道

Ｒ７ 早稲田自歩道

Ｒ１１６ 法花堂自歩道

の整備を推進します。

改 良 前

改 良 後

■▼

よりよい生活環境を創出します。
道路利用者の安全を確保するため、また、よりよい生活環境の創造のため、地域と連携して
利用しやすい空間づくりと、自然環境と調和のとれた道路の整備を目指します。
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１０％

５％ 歩道と同一の
横断こう配

整 備 後

融雪施設なし 融雪施設あり

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●冬期バリアフリー―冬でも安心して歩ける歩道を整備しています。 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

〈バリアフリー事例〉

スムース横断歩道

歩行者の円滑な通行を優先するため、
車道の高さを可能な限り上げることで、
歩道との段差を解消するスムース横断歩
道を整備します。

バス停 視覚障害者誘導ブロック

スムース横断歩道イメージ

御影石

融雪装置

歩行車道自転車道

排水性アスファルト舗装
（水を下に通す舗装）

〈融雪施設整備〉
冬期は降雪により、自転車や車椅子が走行困難になる他、視覚

障害者誘導ブロックが雪に埋もれて認識できない等の問題点があ

ります。また、凍結による転倒が懸念され危険です。
そこでこれらを解消するため、ロードヒーティン

グにより歩行車道の融雪を行います。雪の季節でも、

誰もが快適に歩ける歩道を目指します。

今年度は、

Ｒ７ 万代自歩道

Ｒ７ 明石自歩道

の整備を推進します。



生活環境の改善
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● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●無電柱化の推進
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安全で快適な通行空間の確保、都市景観の向上、都市災害の防止、情報通信ネットワークの信頼性の向上等を図るために、道路管

理者、電線管理者及び地元関係者（地方公共団体、地域住民）が三位一体となった密接な協力のもと、より一層の無電柱化を積

極的に推進します。

〈無電柱化とは〉
現在地上にでている電線類をまとめ

て、道路の下に埋設する電線共同溝

（C.C.Box）の整備などを行うことにより、

電線・電柱をなくす事業です。

電線類の地中化は、「街を美しく、よ

り快適に、より安全に」という発想から

生まれたシステムです。

整 備 後整 備 前

■ ▼
C・C・Boxとは…
安全で円滑、快適な道路交通の確保や、明るく美し

い景観の整備上、電線類の地中化を必要とする道路の
地下に２つ以上の電線管理者の電線を共同で収容す
る施設をＣ・Ｃ・Box（Compact CableBoxコンパクト
ケーブルボックス）といいます。

?

〈無電柱化における効果〉
電線類の地中化によって以下のような効果が現れます。

①安全で快適な通行空間の確保

電柱が歩道脇からなくなることによって、歩道を広く使え、交差点などの見通しがよくなったり、歩行者はもちろん、乳母車や車椅子

も安心して通行できるようになります。

②都市景観の向上

電線・電柱がなくなると、これまで以

上に道路の空間を有効利用でき、美し

い街並みがつくられます。

③災害に強い安心感のある街

電線・電柱がなくなると、火災時の救

助や消火活動がスムーズになり、感電

事故などの心配もなくなります。

④高度で豊かな情報化社会

道路の下に埋設するケーブルボック

スの整備により、高度情報化社会に向

け増えると予想される電線のスペース

が確保されます。
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● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
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● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●緑　　化

緑と融合した快適な印象に残る道路空間を創出するため、緑化を推進します。また街の顔、地域のシンボルとなるような緑化

を行います。

新潟バイパス、新新バイパス　ポプラ並木

海老ヶ瀬ＩＣ～競馬場ＩＣ（延長Ｌ＝５.５㎞）におけるポプラ並
木は、１９８４年に植栽され、広大な水田風景と一体となって、道
路景観としてその効果を醸し出しています。

イメージ写真

Ｒ１１６東中通の柳

新潟は「みなとまち」として、古くは水運が盛んでした。ま
ちには堀が整然と巡らされ、その脇には多くの柳が植えら
れていました。その「水」と「柳」が織りなす街並みの美しさ
から、「水都

す い と

」「柳都
りゅうと

」と呼ばれてきました。

Ｒ４９横雲バイパスコスモス真っ盛り
P.２５で紹介する「ボランティア・サポート」の活動に

より、コスモスが植えられています。

Ｒ７東大通のイチョウ

新潟の玄関口東大通に植栽され、周辺の商業ビル等と調和し、
近代的な都市景観を形成しています。

〈緑化の一例〉



地域と連携した道づくり
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■ ▼

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●沿道環境の改善
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● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●地域と連携した出張所の活動

国土交通省の出張所は、国土交通省の組織の中で最も地域のみなさまに接する最前線の部署です。

出張所では、みなさまが快適に利用できる道路管理を行うとともに、みなさまと協力しながら安心な暮らしを支えています。

●通学路の安全点検
近年、全国的に幼児、児童、生徒が犯罪の被害者となる事件が多発して

いることを受けて、児童生徒が安心・安全に通学路を登下校できるよう、昨

年（平成１５年）１２月より、小中学

校・ＰＴＡ・新潟国道事務所の３

者合同による通学路の安全点

検を実施しています。

●地域に密着した活動
道路情報やイベント情報を、提供する地域に密着

した広報誌を発行し、少しでもみなさまのお役に立て

るよう努めています。

新潟市大野小学校

朝日村塩野町小学校 村上ブランチ

通常舗装では、タイヤ溝
と舗装面の間にはさまれた
空気及び水の逃げ道がな
く、空気圧縮音、水しぶき
が発生。

〈低騒音舗装（排水性舗装）〉

低騒音舗装（排水性舗装）
では、空隙に空気・水が逃
げるため、タイヤと路面に
挟まれた空気による音、水
しぶきが発生しにくい。

遮音壁を設けることによって、
音を反射させ、沿線の住宅に騒
音が漏れないようにしています。

改 良 前：通常舗装 改 良 後：低騒音（排水性）舗装

経済・社会活動を支える幹線道路の役割と沿

道の生活環境の保全の両立を図ることを基本理

念に、沿道環境（大気・騒音）が要請限度を越え

る地域において、関係する各道路管理者との連

携を図りつつ、沿道環境改善対策を実施します。

〈遮音壁の設置〉
沿道の騒音観測調査を行い、要請限度超過や

沿道状況等を考慮して遮音壁を設置しています。

通学路を点検中



● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●ボランティア・サポート・プログラム
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活動開始までの手順

●ボランティア・サポート・かわら版
新国では各ボランティア団体の活動の様子をかわら版で紹介してい

ます。

●ボランティア団体の活動状況
管内で認定を受けているボランティア団

体は、平成１６年４月現在で２０団体となっ

ています。

地域や企業のみなさまに道路の美化清掃等に参加していただ

き、みなさまと共に快適な道づくりを進めます。

道路を慈しみ、住んでいるところをきれいにしたいという自然な

気持ちを受け止めるため、実施団体、協力者（市町村）、道路管理

者で協定を締結し実施団体の活動に対し、清掃用具等の貸与等

を行い、その活動を支援しています。

コスモスロードを育てる会

中浜歩道除雪ボランティアの会「吉田町花と緑を楽しむ会」の活動状況

ボランティア・サポート・プログラム in 北陸
ホームページアドレス

http://www.hrr.mlit.go.jp/road/vsp/index.html

どんどん活用ください！
国土交通省 北陸地方整備局 新潟国道事務所 管理第一課

住所 〒９５０-０９１２新潟市南笹口２丁目１番６５号
電話 ０２５-２４６-７７６４ FAX ０２５-２４６-７７６７
URL http://www.2159.go.jp/index.html

実施団体
住民グループ等

協力者
市町村

道路管理者
国道事務所・出張所等

●用具の支給
●サインボードの設置
●安全指導
●事務局

●収集ゴミの回収・処理
●実施団体の連絡窓口

●清掃活動
●植樹等の管理
●その他

事務局に問い合わせて、自分のまちで
プログラムが行われているかを確認し、
申し込み書類等を入手する。

申し込み書に必要事項を記入し、
事務局へ提出する。

事務局から「実施団体」の認定を受け、
協定を結ぶ。

必要な道具を受け取り、
担当する区域で活動を開始する。



道路の情報収集・提供
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● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●安心して道路をご利用して頂くために

道路パトロール
毎日のパトロールによって道路の異常箇所や落下物等を早期発見します。

各種センサー
路面温度計、雨量計等により、
日々道路状況の観測を行ってい
ます。

CCTVカメラ
常時１２０台のカメラが、道路状況を
監視しています。

橋梁点検 トンネル点検

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●情報収集―みなさまの安全を守るため、日夜情報収集に努めています。

点検
定期的に、橋梁点検やトンネルコンクリートの老朽化等、安全度を診断します。

安心して利用できる道路を維持して

いくために、あらゆる面で日々努力して

います。 情
報
収
集

情 報 提 供

安全な道路の確保
道路維持

道路修繕

安心して住める国土を実現します。
道路利用者に安全・快適な交通環境を提供できるように、情報収集、情報提供、
安心な道路の確保を行っています。
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運転中はVICSや道路情報板において
道路情報を提供しています。

CCTV画像にて
道路状況を見る
ことができます。

凍結感知器等の情報よ
り、道路状況を把握し
ています。

休憩中においても道の駅で最新
の道路情報を提供しています。

ラジオを通して
道路情報を提供
しています。

道の駅「豊栄」情報ターミナル

運転される前にはご自宅で道路状況を確認できます。

路側放送

ドライバーの皆様へ、ホームページ、道

路情報板、道の駅等で道路情報を提供で

きるよう心がけています。

CCTVカメラ、各種情報センサーで観測した情

報を一括して収集し、把握しています。

雨量レーダー等の情報
より、気象状況を把握
しています。

ここから

道路情報ラジオ

１６２０ＫＨｚ

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●情報提供―みなさまに、収集された最新の情報を提供します。 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
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● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●安心な道路の確保
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定期点検及びパトロールで収集した情報をもとに、道路を常に良好な状態に保持し、安全で円滑な交通を確保するため、道路の維

持修繕を行っています。

〈路面維持〉
安全で快適な道路空間を確

保するために、道路清掃、除草

等を行っています。

〈橋梁修繕〉
交通が集中する河渡部、交通を安全で円滑に処理する高架橋など重要な橋梁は、定期点検の結果をもとに、修繕を行っています。

●路面清掃 ●除草

修 繕 前 修 繕 中 修 繕 後

修 繕 後修 繕 前

■ ▼ ●橋梁補修（ハクリ対策）
立体交差でのハクリ、剥

落の防止対策を行い、安心

して走行できる道路を作り

ます。

●耐震補強
地震による橋梁の損傷を防ぐため橋脚等の補

強を行い、地震に強い道路を造ります。

■ ▼ ■ ▼

道路の維持修繕
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災害落石、斜面の崩壊等が

発生する恐れがある箇所の対策

を行っています。

冬期の安全性・快適性を確保する

ため、雪崩・地吹雪対策、消融雪施

設、及び道路拡幅による堆雪幅確保

など、雪に強い道路の整備と適切な

除雪を行っています。

現地確認を行ったうえで、損

傷した路面の補修を行っていま

す。

●道路除雪
積雪時における安全な路面の確保を行っています。

●地吹雪対策
地吹雪が発生する恐れがあ

る箇所について、吹き払い柵

を設置し、対策を行います。

対 策 前 対 策 後

道路除雪 歩道除雪 凍結防止剤散布車

■ ▼

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●舗装修繕 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●防災対策 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●冬期の道路の確保 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

■ ▼

修 繕 中 修 繕 後

■ ▼

対 策 前 対 策 後

インターネットによる除雪予定情報提供



高速料金割引実験
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● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●実験実施
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新しい道路行政の一つの方向である今ある道路を有効に「使う」

という施策の先駆けとして、高速道路の有効活用と、朝夕の通勤時

における慢性的な交通渋滞緩和を目的とし、並行する高速道路の料

金を割り引くという交通施策「阿賀野川ゆとり通勤大作戦」を、平成１４

年度に全国で初めて実施しました。

それに引き続き、平成１５

年度には期間・区間・車種

等を拡大し、「新潟ゆとり

ろーど大作戦」を実施しま

した。

詳細については、みちナ

ビ新潟からご覧頂けます。

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●実験結果

①高速道路の利用者が増加

実験中（平成１５年１０月１６日 ７：００頃）

小阿賀野川断面（上り線）の交通変化

H１５実験前
（H１５.９.３０）

H１５実験中
（H１５.１１.１１）

磐越道小阿賀野川橋
新瀬橋

３０,０００（台）１０,０００ ２０,００００

R403小阿賀野橋
寿橋

亀鶴橋
満願寺

実験対象車両

実験前（前（HH１４１４HH １１平日平均）１１平日平. 実験中（平日平均）実験中（平日平均）

２０３７

２７７１３
（千台/日）

２

１

０

１３６. 倍

阿賀野川断面での交通変化

H１５実験前
（H１５.９.２５）

H１５実験中
（H１５.１０.１６）

阿賀のかけ橋
泰平橋

１２０,０００（台）４０,０００ ８０,００００

阿賀野川大橋
大阿賀橋

松浜橋

実験対象車両

月平均月平平均平均 平日平均平日日平均日平 休日休日（土日祝）（土日祝）日祝日日 平均平均平平

２６８５
２９８３

２１０２

４６５３
４８７８

１７３倍. １６３倍.

１９５倍.

４０９２

（千台/日）/
５

４

３

２

１

０

実験前（H１５H .９）..
実験中（H１５H .１０）..

先端技術を駆使した業務の効率化と既存ストックを有効に活用する新たな施策に挑戦しています。

〈日東道活用実験〉実験対象車両は、平日では１.６３倍に増加しました。特に休日では１.９５倍と大幅に増加しました。

〈北陸道・磐越道活用実験〉実験対象車両は、平日では１.３６倍に増加しました。

■ ▼

実験前（平成１５年９月３０日 ７：００頃）

至 新潟市街地

至 新発田

至 新潟市街地

至 新発田

新しい時代を見据えたさまざまな取り組みをしています。



新新バイパス阿賀野川大橋上り線の渋滞長 新潟バイパス新潟大橋上り線の渋滞長

４,０００
（m）

３,０００

２,０００

１,０００

０
６：３０ ７：３０７：３０７：３０７：００００００７：０７：０７：０ ８：００８：００８：００ ８：３０８：３０８：３０８：３０ ９：００００９：０：０９：９： ９：３０９：３０

HH１５実験前渋滞長１５実験前渋滞長HH
（（HH１５H ９.. ）２５）５..

H１５実験中渋滞長実験 渋滞長H
（HH１５H .１０.. .１６）１..

H１５実験中渋滞長実験 渋滞長H
（HHH１５H .１０.. .２３）２..

４,０００

３,０００

（m）

２,０００

１,０００

０
６：３０６：３０６：３０００ ３０３０３０３０７：７：７：７：７：７：００００７：７：００ ８：００８：００８：００８：００ ８：３０８：３０８：３０８：３０ ９：００００００００９：９：９：９：００００ ３０３０３０９：９：９：９：

H１５実験前渋滞長
（H１５.９.２５）

H１５実験中渋滞長
（H１５.１１.６）

H１５実験中渋滞長
（（H１５５H .１１.. .１１）...
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新潟市のセットアップ台数の伸び率は新潟県全体を上回っています。

渋滞長が２.６kmから１.０kmに減少し、旅行速度も向上しました。渋滞長が４.０kmから２.３kmに減少し、旅行速度も向上しました。

〈出口料金所渋滞対策―仮設縦列ブ－ス設置―〉

〈日東道活用実験〉 〈北陸道・磐越道活用実験〉

②一般道の渋滞が緩和

④ETC普及に寄与③渋滞緩和により環境負荷を１.５％軽減

⑤実験費用に対する社会的便益は非常に大きい

仮設縦列ブース

最大渋滞長
250505025252505 mmm→→→→1111→→→ 000000000000000 mmmm
渋滞継続時間滞 続
80800分分→→→2020→2→2 分分分

に緩和緩

（台/１０分）

２５０２５０mmmm

１３６台３６台台
１６台１１６台１

１０００１０１０１０ mmmm

（m）
３００

２５０

２００

１５０

１００

５０

０

３００

H１４実験中交通量（H１４.９.３０）

１４実験験中渋滞長（H H１４H .９.. .３０）..

H１５実験験中交通量（H H１５H .１０.. .６）..

H１５実験験中渋滞長（H H１５H .１０.. .６）..

２５０

２００

１５０

１００

５０

０
７：００７７：００７：００
〜
７：１０

７：１０７７：１０７：１０
〜
７：２０

７：２０７７：２０７７：２０７：２０７：２０
〜
７：３０

７：３０７７７：３０７：３０７７：３０７７：３０７：３０
〜
７：４０

７：４０７：４０７：４０７：４０７：４０
〜
７：５０

７：５０７：５０７：５０７７：５０７：５０
〜
８：００

８：００８８８８：００８：００８：００８８：００８：００
〜
８：１０

８：１０８：１０８８：１０８：１０
〜
８：２０

８：２０８：２０８：２０８：２０
〜
８：３０

８：３０８：３０８：３０８：３０
〜
８：４０

８：４０８：４０８：４０８：４０
〜
８：５０

８：５０８８８：５０８：５０８８：５０８：５０
〜
９：００

交
　
通
　
量

時　間　帯

渋
　
滞
　
長

CO2排出量

バイパス全線（昼１２バイパス全線（昼１２全線 hhhh）） バイパス全線（朝３バイパス全全線（朝３全線 hhhh））

９１４ ９００

２７２ ２５３

実験前（H１５H ９. ２５）.
実験中（H１５H １０. １６）.

（t－c）
１００

８０

６０

４０

２０

０

１.５％軽減..

ETCセットアップ台数
３,０００ ３.０

１１１１１１００..

１１１０００..

１１２２２..

１１３３..

１.８８８...

１.６６..

２２.１１.

２２１１..

２２６６.

３３００..

２.６６....

２２１１..

６２０６２０００
７３３７３３ ７３８７３８８８

９８０９８０９８０
１１１０１０３３,,

１１２０５２０５,,
１１２８０２８０００,,

１１５３４５３４,,

１１２８２２８２２２,,

１１１ ６９２６９２９２,,

１１５９５９１１,,

２２ ８０８１８８０８１８,,

２.５

２２.０

１１.５

１１.０

００.５

０

２,５００

２,０００

１,０００

５００

１,５００

０ HH１５１５５５HH .６ ９６～９６～.... HH１５１５１５HH .１０１０１.... HH１５１５１５HH .１１１１１.... HH１５１１５１５HH .１２１２１.... HH１６１６１６HH .１１１.... HH１６１６HH .２２２...

台
　
　
数

台
数
の
伸
び
率

一般車等実験ETC限定実験一般車等実験

新潟県

新潟県

新潟市

新潟市

実験費用と社会的便益

新潟中央ICの交通量・渋滞長

実験に要する費用実験に要する費用 社会的便益社会的便益

０３億円.

１８億円.一般道の渋滞緩和

高速道路転換交通の
時間短縮効果

２１億円／１０～１１月平日３１日.

（億円）
２.５

２.０

１.５

１.０

０.５

０
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新潟に住む人、来る人が必要とする情報をまとめて提供する地域（国土）と交

通のポータルサイトです。

合わせて、新国の事業概要、最新の工事進捗状況、道路利用者からのＱ＆Ａな

ど多数の情報も発信しており、たくさんの方 と々の情報共有が促進されています。

２０００年にリニューアルしてからは、アクセス件数が１,５００件／月だったのが、現在

では約２０倍の３０,０００件／月に増加しました。また、冬期間においては、新潟LIVE

カメラ「ふるさとだより」へ除雪情報や積雪情報等のリアルタイムな情報提供により

５０,０００件／月ものアクセスがあります。激しく変化する冬期の道路状況をドライバー

のみなさまに把握していただくことで、安全・快適な運転に役立てていただいています。

また、バス-ｉもここからご覧頂けます。

「みちナビ新潟」URL http://www.2159.go.jp

３５

４０

４５

５０

５５

６０
累計アクセス数
携帯アクセス数（月）
PCアクセス数（月）

「みちナビ新潟」運用開始
３０

２５

２０

１５

１０

５

０

月
ア
ク
セ
ス
数（
千
件
）

４００

５００

１,０００

９００

８００

７００

６００

３００

２００

１００

０
Ｈ
１２
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１
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８
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９
月

Ｈ
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・ 

１
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２
月

 

３
月

Ｈ
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１
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２
月

 

３
月

 

４
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５
月

 

６
月

 

７
月

 

８
月

Ｈ
１６
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１
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２
月

 

３
月

 

４
月

 

４
月

 

５
月

 

６
月

 

７
月

 

８
月

 

９
月

 

１２
月

 

９
月

 

１０
月

 

１１
月

 

１２
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１０
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１１
月

 

１２
月

 

１０
月

 

１１
月

 

１２
月

 

１０
月

 

１１
月

累
計
ア
ク
セ
ス（
千
件
）

冬期道路リアルタイム情報提供開始

バスロケーションシステム「バス－ｉ」提供開始

「県内高速バス－ｉ」提供開始

「みちナビ新潟」アクセス件数

ＩＴＳコクピット

ＩＴＳコクピットでは、道路監視カメラ、災害監視カメ

ラ、交通量観測装置、気象観測装置などのデータを

一括管理。さまざまなデータを道路管理に役立てると

ともに、道路情報板等で、道路利用者に対する情報

提供も行っています。災害時には、災害対策室にも

なり、分刻みの情報がコクピットに集められます。

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●ＩＴＳコクピット

バス-ｉ（アイ）は、従来バス停でしか確認できなかったバスの位置

を、インターネットを使って自宅やオフィス、買い物先で、携帯電話

から確認できるバスロケーション（運行位置確認）システムです。

現在、新潟市内路線バス「西小針線」「松浜線」に加え、新潟県

内の「高速バス路線」において運用されています。

このデータを活用して、所要時間などを解析し、道路の整備効果

を算出するデータにも利用しています。

「バス -ｉ」URL http://bus.2159.go.jp バス -ｉのインターネット画面

携帯電話で見た高速バス -ｉの画面

鳥原
　新潟
　　［巻］（１）
　　［新飯田］
巻・潟東
　新潟
　新潟
　　［三条］（１）

鳥原
　新潟
　　［巻］（１）
　　［新飯田］
巻・潟東
　新潟
　新潟
　　［三条］（１）

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●バス－ｉ

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●みちナビ新潟

I T S



33

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

N
IIKOK

U
2004

全ての情報の入口「新国の知恵袋」

電子入札システムとはインターネットを介することで、

までの一連の作業を行うことができるシステムです。

新国においても、電子入札システムを積極的に利用するとともに、

その後の入札情報を公表し、透明性をより一層向上するとともに、ＩＴ

の促進に努めています。

〈電子入札システム導入の効果〉
●透明性が高まる ●競争性が促進される

●利便性が増進する ●データベースによる情報の一元管理

●業務のペーパーレス化が図られる

入札者B 入札者C

インターネット

落札者決定

住　民

認証局

電子認証 電子入札 発注者

入札者A

認証書発行

認証書確認問い合せ 結果公開

落札通知

電子入札システム

発注案件の登録→参加申請→入札→入札結果の公表

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●電子入札

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●道路ＩＲサイト

道路ＩＲサイトのインターネット画面

新潟国道事務所「道路行政評価サイト（通称：道路IRサイト）」では、民間のＩＲ活動の手法を取り入れ“道路に関する経営情報（政策

や予算、事業評価の結果など）”を公開しております。政策や予算、事業評価の結果等を公開し、みなさまと議論を重ねる中で道路事

業の質の向上に努めています。

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●ＩＴプラットフォーム

ＩＴプラットフォームは、職員一人ひとりの情報共有

を目的としたナレッジマネジメントシステムです。

導入以来、所内の情報共有も進みました。また、災

害時には分刻みの情報がリアルタイムにアップされ、

所内はもとより、災害対策本部との細かい情報共有

もできるようになりました。

■▼

●道路政策・事業の評価
〈柳都大橋〉
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● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●広報活動

N
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U
2004

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●「総合的な学習の時間」支援

みなさまとともにみちづくりを考えるため、いろいろな活動を行っています。

にいがた道路フェスティバル

萬代橋フォーラム

●萬代橋フォーラム

●道路ふれあい月間

●萬代橋チューリップフェスティバルの支援

●環日本海駅伝の支援

●道路・交通を良くする運動の実施

●豊栄パーキングフェスティバル

積極的な情報発信を行うため、日常的にプレスリリース、見

学会、問い合わせの対応を行います。

また、「総合学習」の支援の一環として、講師派遣の要請、道

路の施設見学を受け付けております。

一般国道４９号
横雲バイパス（全線）開通祭

総合学習の模様

萬代橋・柳都大橋資料館の見学 バリアフリー現地説明会

広報・情報発信
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● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●事業説明会 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●ＰＩ（パブリックインボルブメント）

N
IIKOK

U
2004

水原バイパス事業説明会

PIのインターネット画面

地域のみなさまに、事業の必要性、事業計画、工事の期間や方法

等について理解を深めていただくために説明会を開いています。

地域のみなさまのご意見をお聞きし、みなさまと一体となった事

業を推進していきます。

萬代橋と新潟のまちづくりを考えるワークショップ

吉田ワークショップ

〈市民参画の様子〉
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萬代橋のあゆみ
「ここに橋があったら…」信濃川に橋を架けることは新潟の人々の悲願でした。
初代萬代橋が架橋されてから１１０余年、橋は新潟市の発展とともにあゆみ続け 、新潟市民の橋、心
のふるさととして親しまれ、新潟市のシンボルとなってきました。

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●木橋の時代

N
IIKOK

U
2004

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●永久橋の誕生

橋ができる以前は、信濃川下流域の往来は渡し船によるものでした。人々

の架橋への想いは、明治１９年に橋長７８２ｍの当時日本一の木橋として、民間

資金によって完成しました。橋は、よろず代までも新潟の発展に尽くすことを

願い「萬
よろず

代
よ

橋
ばし

」と命名されました。（現在は音読みで「ばんだいばし」と呼ばれ

ています。）

この木橋の萬代橋は、新潟大火による消失などを経ながらも、初代、２代と

４０年にわたり人々の生活を支え続けました。

萬代橋：明治１９年１１月～明治４１年３月
（２代目）（明治４２年１２月～昭和４年８月）
橋　長：７８２ｍ（同左） 施　工：八木朋直、内山信太郎（新潟県）
幅　員：７.３ｍ（７.９ｍ） 設　計：古市公威（新潟県）
総工費：３０,７００余円（１２６,０００余円） 工　事：猪俣五郎吉（布施幸蔵、小山新助）

※（ ）は２代目萬代橋

木橋の萬代橋は、都市の近代化や、到来する自動車時代に対応するために

も、永久橋への架け替えが望まれるようになりました。折しも、大正１１年の

大河津分水路の通水を期に信濃川は改修が行われる結果、架橋位置の川幅

が１／３（７７０ｍ→２７０ｍ）と大幅に縮小され、架け替えが技術、費用とも実現

可能になり、昭和２年着工、昭和４年８月には橋長３０７ｍの３代目萬代橋が完成

しました。

萬代橋：昭和４年８月～現在
橋　長：３０７ｍ 施　工：新潟県
幅　員：２１.９ｍ 設　計：田中豊、福田武雄
総工費：２４０万円 工　事：正子重三

「新潟萬代橋／五姓田芳柳　筆・新潟市郷土資料館蔵」より

完成した３代目萬代橋（右は２代目）

日本の空気潜函技術の確立（萬代橋基礎工事）

萬代橋の巨大な基礎を造るにあたっては、当時の最新技術である空気潜函工法が使用さ
れています。これまで、外国人の技術指導のもと行われていた空気潜函工法は、新潟の萬
代橋で初めて日本人技術陣だけの手によって行われ、この工事を期に空気潜函工法は日本
の技術として取り入れられました。
技術陣（潜函巡業団）は萬代橋を架けた後、全国各地で数々の工事を手がけ日本の空気潜

函工法（ニューマチックケーソン工法）の発展に寄与しました。

マテリアルロック
（材料用気閘）

マンロック
（人用気閘）

作業室

空気潜函工法概念図

掘削を行う潜函夫

当時の空気潜函工法は人力
掘削による厳しい作業でし
た。作業する潜函夫は潜函病
に対し徹底的な身体検査が行
われ、全工事で数名の軽病者
が出るに止まりました。
なお、現在は無人化された機
械で掘削するなど自動化が進
んでいます。

メモ
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萬代橋の用・強・美

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

N
IIKOK

U
2004

日　　本　　海

旧新潟

信
濃
川

市制施行
明２２・４・１

沼　垂
大３・４・１

石　山
昭１８・１２・８

大　形
昭１８・６・１

松ヶ崎浜
昭２９・４・５

南　浜
昭２９・１１・１

濁　川
昭２９・１１・１

大江山
昭３２・５・３

両　川
昭３２・５・３

曽野木
昭３２・５・３

鳥屋野
昭１８・１２・８

坂井輪
昭２９・１１・１内　野

昭３５・１・１１

中野小屋
昭３６・６・１

赤　塚
昭３６・６・１

豊栄町一部編入
昭３５・４・１

北蒲原郡

中蒲原郡

西蒲原郡

新津市

萬代橋は土木構造物に必要な「用・強」とともに、「美」を兼ね備える
ことで今もなお多くの人々に愛され続けています。

〈交通の大動脈〉
７０年を越えた今もなお、１日に４万７千台もの自動車

交通（歩行者自転車１万２千人）を支える大動脈として機

能しています。

〈東西を結ぶ〉
萬代橋を介し、新潟・沼垂の東西両岸地域の結びつきは強くなり、

大正３年の合併後、新潟市は飛躍的に発展、広域化していきました。

〈鉄筋コンクリートアーチ橋〉
橋は地震に強いアーチ形式の

鉄筋コンクリートでできています。

〈巨大な基礎〉
水面下１５ｍ余りの基礎地盤に

達する巨大な基礎は、橋の６つの

アーチをしっかり支えています。

〈地震に耐える〉
萬代橋の設計・施工

は関東大震災復興技術

が生かされており、新潟

地震（昭和３９年）では、

唯一車両通行が可能な

橋として、災害復旧に貢

献しました。

萬代橋を支える巨大な基礎

新潟地震における萬代橋
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広域化する新潟市

萬代橋における自動車交通量の推移

〈アーチの美〉萬代橋の特徴である６つのアーチは、美を演出した設計によって安定感と軽快感を両立し、
街と空と川を締めくくる美しい景観を演出しています。

〈意匠の美〉 橋全体に施された御影石の化粧張り、欧風調の街灯は、基礎工事のコスト縮減で得られた

資金によって、急きょ設計変更し造られました。

〈夜景の美〉 萬代橋の夜間照明（ライトアップ）は市民募金・寄付によって

始められました。

御影石張りの施工状況

1.364

y3＝0.966 y2＝0.359 1／100 放物線y1＝0.040

f3＝3.951
f2＝4.558

f1＝4.877 H＝4.917m
（アーチライズ）

ア
ー
チ
軸
線

ℓ3＝39.014 ℓ2＝41.452 ℓ1＝42.367

4.572 4.672

スプリンギング線

272.74m（150間＝900尺）

2.2862.100

1/50直線

設計基本構造図

15.2m

7.9m

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●用―都市の大動脈―

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●美―市民に愛される橋―

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●強―萬代橋と地震―
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市民からの熱い要望
萬代橋は土木構造物に必要な「用・強」とともに、「美」を兼ね備える
ことで今もなお多くの人々に愛され続けています。

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●「萬代橋」重要文化財指定の経緯
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● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●重要文化財指定範囲

▽HWL

CL

キリン万代橋ホール 駐車場
駐車場

Ｈ

５.６７ ５.５６

Ｌ１
Ｈ

５.３２

駐車場

Ｔ

駐車場

ポンプ室

Ｇ

新潟トヨタ自動車（株）
ＣＯＺＭＩＸビル

新潟ミナミプラザビル

　

側　面　図

平　面　図

重要文化財指定の範囲

旧橋詰隅柱

至　新潟駅→←至　古町

↑
信濃川

隅柱橋詰壁面 旧橋詰階段親柱

隅柱橋詰壁面
旧橋詰階段親柱

萬代橋の重要文化財指定は多くの市民が待ち望んでおり、萬代橋は「新潟市
のシンボル」から名実ともに「日本の名橋」となります。

図の赤色で示す部分と引き出し文字の部分が重要文化財の指定範囲となる予定です。

萬代橋重要文化財指定

平成１５年１０月３０日 市民団体等より新潟市へ萬代橋の景観保全についての要望書提出（市民団体２１団体）
平成１５年１０月３０日 市民団体等より新潟国道事務所へ萬代橋の景観保全についての要望書提出（市民団体２０団体）
平成１５年１１月４日 新潟市より新潟国道事務所へ萬代橋の景観保全についての要望書提出
平成１５年１１月７日 第６回萬代橋協議会開催
平成１５年１１月１９日 第７回萬代橋協議会開催
平成１６年１月２６日 新潟市より新潟国道事務所に重要文化財指定について同意依頼
平成１６年１月３０日 新潟国道事務所より同意の旨、回答
平成１６年２月３日 新潟市より、文化庁に対し、重要文化財への指定について申請
平成１６年２月９日 新潟国道事務所が萬代橋７５周年記念事業着手
平成１６年２月１９日 文化庁より北陸地方整備局に対し重要文化財指定についての照会
平成１６年２月 文部化学大臣が文化審議会へ諮問
平成１６年３月２日 北陸地方整備局より文化庁に対し重要文化財について回答
平成１６年４月１６日 文化審議会が文部科学大臣に対し、「萬代橋」を重要文化財に指定するよう答申
平成１６年５月６日 第８回萬代橋協議会開催
平成１６年６月以降 重要文化財に指定（官報告示）予定

第８回萬代橋協議会

橋詰め壁面及び隅柱 旧橋詰め階段親柱

・・・・



萬代橋７５周年記念事業
これまで新潟のまちと共に歩み、私たちの暮らしを見守ってきた現在（三代目）の萬代橋は、新潟に暮らす市民の
熱い要望に後押しされながら国の重要文化財指定へと近づいてきました。
そして、昭和４年の架け替えから７５周年目となる今年、「萬代橋７５周年記念事業」の一環として、最新技術により
各種機能アップを図ると共に建設当初の姿に復元される萬代橋は、これからも新潟のまちの発展を支えながら、更
に多くの人々から愛される橋として生まれ変わります。
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● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●橋本体の改修 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●橋詰めの改修 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

〈照明灯・橋側灯〉
照明灯は車道と歩道の間に設置し、建設当初の姿に復元。橋の側面には橋側灯を復元。

〈高欄〉
損傷している石材を取り替え、部分的に補修。

〈歩道〉
歩行者部分は御影石を敷き、ヒーター（融雪装置）を設置。自転車部分は水はけの良

い舗装を実施。

萬代橋の改修イメージ 萬代橋改修イメージ（夜景）

照明灯

橋側灯

高欄 縁石（御影石）

自転車
　排水性アスファルト

歩行者
　御影石舗装

ヒーター（融雪装置）

改修の概要図

重要文化財指定を踏まえ、橋詰めについても建設当初の姿を参考に御影石で舗装し、オープンスペースを確保します。

また、建設当初の橋詰めの角には、隅柱と呼ばれる柱がありましたが、新潟地震で被災した時の復旧でほとんどが撤去されました。

橋詰め広場の整備にあわせ、その内３本の隅柱を復元します。

橋銘板については、現在コンクリート製の親柱に直接、橋名が掘られていますが、戦時中の鉄不足により供出された、鋳物製の橋

銘板を復元します。

建設当初の橋詰め広場 現在の萬代橋の親柱 建設当初の橋銘板



道の駅
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1

村上市

佐渡市
新潟市

新発田市

白根市

三条市

阿賀野市

豊栄市

磐越自動車道

北
陸
自
動
車
道

朝日（まほろば）

神林（穂波の里）

胎　内 加治川（さくらの里）

国　上

笹川流れ

関川（桂の関）

豊　栄

阿賀の里

みかわ（巨木の里）

鉄道に駅があるように、道路にも気軽に立ち寄れる駅があれば…そんな発想

から生まれた「道の駅」は、以下の３つの機能をもった施設です。

●休憩機能　　●情報発信機能　　●地域の連携機能
新国管内には、１３箇所の「道の駅」があり、駅内には、駐車場はもちろん、清

潔なトイレ、公衆電話、道路や地域の案内施設が備わっています。また、特産物

や博物館がある駅、レストラン、広場がある駅など、それぞれに個性あふれる施

設・サービスを提供しています。

インターネットで道が街がわかるオアシス
路 線 名：国道７号
所 在 地：新潟県豊栄市木崎字切尾山３６６４-乙
電　　話：０２５ー３８８ー２７００

レストラン

道路情報施設・観光案内所

物産売店

公園

新潟ふるさと村
まるごと新潟！ふるさと村へおいでください
路 線 名：国道８号
所 在 地：新潟県新潟市山田２３０７-１
電　　話：０２５ー２３０ー３０３０

ファミリーレストラン
「赤とんぼ」ほか

情報ターミナル・道路情報
施設・観光案内所

物産館「バザール館」 降雪体験コーナー
新潟の酒試飲コーナー

フェスティバルパーク

明治・大正・昭和コーナー

花夢里にいつ
花いっぱい夢いっぱいの里
路 線 名：国道４６０号（市道覚路津５９号線）
所 在 地：新潟県新津市大字川根４２８
電　　話：０２５０ー２１ー６６３３

食事処「たぬき小屋」

情報コーナー

花き花木展示即売場「花夢里にいつ」
農産物直売所「新鮮組」

日本海沖へと沈む夕日の美しさは格別です！
路 線 名：国道３４５号
所 在 地：新潟県岩船郡山北町大字桑川８９２-５
電　　話：０２５４ー７９ー２０１７

夕日レストラン

物産館

観光案内所

桜とコシヒカリの里で、笑顔で待っています
路 線 名：国道７号
所 在 地：新潟県北蒲原郡加治川村大字横岡１１４７
電　　話：０２５４ー３３ー３１７５

公園

売店

道路情報施設・観光案内所

プールと湯治、２タイプの温泉が楽しめます
路 線 名：国道７号
所 在 地：新潟県岩船郡朝日村大字猿沢１２１２
電　　話：０２５４ー７２ー０３００

食堂

日本玩具歴史館・またぎの家物産会館

道路情報施設観光案内所 体験交流センター・宿泊コテージ
まほろば温泉・
温泉プールきれい館シルクフラワー制作工房

日本庭園

桂の関温泉「ゆ～む」は年間２０万人の利用者
路 線 名：国道１１３号
所 在 地：新潟県岩船郡関川村上関１２５２-１
電　　話：０２５４ー６４ー０２５２

レストラン「山水庵」

おみやげ処「蔵」

せきかわ観光情報センター

関川歴史とみちの館

桂の関温泉「ゆ～む」

阿賀野川河畔四季の色彩をお楽しみ下さい
路 線 名：国道４９号
所 在 地：新潟県東蒲原郡三川村大字小石取４３０１
電　　話：０２５４９ー９ー２１２１

レストラン「河畔」・
ラーメン「マルコポーロ」
物産館「夢蔵」・
阿賀の魚市場「魚匠」

道路情報施設・観光案内所

阿賀野川ライン舟下り

公園・子供広場

阿賀野川文化資料館

自然いっぱい。ライン下りもお楽しみ下さい
路 線 名：国道４９号
所 在 地：新潟県東蒲原郡三川村大字岩津２８６５
電　　話：０２５４９ー９ー３７７９

食堂

特産品特売コーナー

道路情報施設

農産物加工場・イワナ養殖場

温泉で疲れた体と心をリラックス
路 線 名：主要地方道胎内二王子公園羽黒線
所 在 地：新潟県北蒲原郡黒川村大字下赤谷
電　　話：０２５４ー４７ー２７２３

レストラン「たいない」 胎内グランドホテル

売店

観光案内所

郷土文化伝習館

樽ヶ橋遊園地・クアハウスたいない

樽ヶ橋温泉

海と山に囲まれたのどかな越後のふる里
路 線 名：国道７号
所 在 地：新潟県岩船郡神林村大字牧目５８４
電　　話：０２５４ー６６ー６３２６

サンセットブリッジ

サンセットテラス

サンセットギャラリー

レストラン「穂菜味亭」

物産売店

公園

道路情報施設、観光案内所

名僧良寛が長年過ごした歴史と文化あふれる地域
路 線 名：主要地方道新潟寺泊線
所 在 地：新潟県西蒲原郡分水町大字国上
電　　話：０２５６ー９８ー０７７０

農産物販売所、野菜直売所
民芸品、特産品展示販売所

インフォメーションコーナー

ふれあいパークてまりの湯

芸能とトキの里（佐渡能楽の里）
両津港から４㎞！トキの森公園まで４㎞！
路 線 名：主要地方道両津真野赤泊線
所 在 地：新潟県佐渡市吾潟１８３９-１
電　　話：０２５９ー２３ー５０００

展望大食堂 佐渡能楽の里

佐渡物産館

本間家能舞台・乳酸品加工場・トキ優々の誕生まで（大型スクリーン）

道路情報コーナー

店舗・売店

公　園

駐車場 電　話 お手洗い 身障者用
設　　備

休憩場 軽食、喫茶 郵　便

レストラン 情　　報
コーナー

体験施設温　　泉

博物館・
　美術館

宿泊施設

〈道の駅記号の凡例〉

神林（穂波の里）

１ ２

３ ４

６ ７

９ １０

１２

５

８

１１ １３



寺泊町敦ヶ曽根

三条市土場

福島県境

山形県境

山形県境

山　形　県

福　島　県

新潟市明田

横越町木津

聖籠町藤寄

神林村平林

十文字黒埼I.C
新潟 豊栄

水原

津川

黒埼 新発田

村上

維持出張所
出張所
黒埼維持出張所
新潟　　〃
水原　　〃
新発田　〃
村上　　〃

●道の相談室
道路に関する質問、相談にお答えします。対象地域は新潟県、富山県、石川県の全域です。

0120-106-497
FAX 025-265-6148
AM9:30～PM5:00（土・日・祝日を除く）
http://www.hrr.mlit.go.jp/road/soudan/main.html

出張所別管理区間

ド　ー　 ロ ヨ　ク　ナ レ

○豊栄出張所
ＴＥＬ０２５-３８６-６５９１ ＦＡＸ０２５-３８６-８１４９
〒９５０-３３０７豊栄市樋ノ入１１０９の1

○津川出張所
ＴＥＬ０２５４９-２-２４８８ ＦＡＸ０２５４９-２-３０２２
〒９５９-４４０３東蒲原郡津川町大字常浪甲１６５７の２

◎新潟維持出張所
ＴＥＬ０２５-２４４-３４８３ ＦＡＸ０２５-２４５-５７６４
〒９５０-０９１４新潟市紫竹山３丁目１２番２号

◎新発田維持出張所
ＴＥＬ０２５４-２６-０３３７ ＦＡＸ０２５４-２６-１８７３
〒９５７-００１１新発田市大字島潟６６５

◎村上維持出張所
ＴＥＬ０２５４-５３-２９４２ ＦＡＸ０２５４-５２-７４２４
〒９５８-０８３４村上市新町１３番１号

◎黒埼維持出張所
ＴＥＬ０２５-３７７-２３７０ ＦＡＸ０２５-３７７-５９８１
〒９５０-１１０２新潟市善久１０７２

◎水原維持出張所
ＴＥＬ０２５０-６２-３１００ ＦＡＸ０２５０-６２-１４４３
〒９５９-２００３阿賀野市安野町１０の５

道路の異常を発見したら、直ちに
私たちに通報して下さい。●管内の出張所

出張所別の管理区間は下図の通りです。




